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平成26年8月15日号あさくら市議会だより【請願書・意見書】

「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど

の
定
数
改
善
」「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
」
に
か
か
わ
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

【
請
願
事
項
】

一
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る

こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

二
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元

す
る
こ
と
。

【
請
願
者
】

福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

支
部
長　

永
松　

正
道

【
紹
介
議
員
】　

田
中　

哲
也

　

子
ど
も
た
ち
が
均
等
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
意
欲
・

主
体
的
な
取
り
組
み
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
全
会

一
致
で
採
択
し
、
同
趣
旨
の
意

見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
請
願
書

【
請
願
事
項
】

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、衆
参
議
院
並
び
に
政
府
（
内

閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
）

に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
。

【
請
願
者
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
九
州
訴
訟
原
告

団　

梁
井　

朱
美　

他
１
名

【
紹
介
議
員
】　

平
田　

悌
子

　

現
在
、
国
が
医
療
費
助
成
の

対
象
外
と
し
て
い
る
医
療
に
つ

い
て
も
助
成
の
対
象
と
し
、
高

額
な
医
療
費
負
担
と
就
労
不
能

等
に
よ
り
生
活
困
難
と
な
っ
て

い
る
患
者
へ
の
支
援
制
度
の
充

実
を
求
め
る
も
の
で
、
全
会
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、

患
者
の
家
族
に
と
っ
て
も
、
手

厚
い
支
援
制
度
が
あ
れ
ば
、
大

変
心
強
い
と
の
賛
成
討
論
が
あ

り
、
同
趣
旨
の
意
見
書
を
国
に

提
出
し
ま
し
た
。

労
働
者
保
護
の
た
め
の
規

則
の
整
備
を
求
め
る
請
願

書【請
願
事
項
】

一
．
不
当
な
解
雇
と
し
て
裁
判

で
勝
訴
し
て
も
企
業
が
金
銭
さ

え
払
え
ば
職
場
復
帰
の
道
を
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
う
解
雇
の
金
銭

解
決
制
度
や
、
解
雇
し
や
す
い

正
社
員
を
増
や
す
懸
念
の
あ
る

限
定
正
社
員
制
度
の
普
及
、
並

び
に
長
時
間
労
働
を
誘
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
ホ

※

ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
・
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の

導
入
な
ど
は
、
労
働
者
の
実
態

を
踏
ま
え
、
慎
重
な
審
議
を
尽

く
す
こ
と
。

二
．
低
賃
金
や
低
処
遇
の
ま
ま

の
派
遣
労
働
の
拡
大
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
法
改
正
で
は
な

く
、
派
遣
労
働
者
の
よ
り
安
定

し
た
直
接
雇
用
へ
の
誘
導
と
処

遇
改
善
に
向
け
、
努
力
す
る
こ

と
。

三
．
雇
用
・
労
働
政
策
に
係
わ

る
議
論
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構

成
主
義
に
の
っ
と
っ
て
、
労
働

者
代
表
委
員
、
使
用
者
代
表
委

員
、
公
益
委
員
で
構
成
さ
れ
る

労
働
政
策
審
議
会
で
行
う
こ

と
。

【
請
願
者
】

連
合
福
岡
筑
紫
・
朝
倉
地
域
協

議
会

議
長　

仲
村
浩
之

【
紹
介
議
員
】
大
庭　

き
み
子

　

雇
用
労
働
者
が
安
定
的
な
雇

用
と
公
正
な
処
遇
の
も
と
に
保

護
さ
れ
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
全
会
一
致
で
採

択
し
、
同
趣
旨
の
意
見
書
を
国

に
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
５
月
21
日
～
22
日

・
兵
庫
県
明
石
市

・
兵
庫
県
三
田
市

　

明
石
市
：
地
方
分
権
改
革
の

推
進
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の

責
任
領
域
が
拡
大
し
て
い
る
今

日
、
自
治
体
の
最
終
意
思
決
定

を
担
う
議
会
の
役
割
と
責
任
も

ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い
る
。

住
民
自
治
に
根
ざ
し
た
市
政
を

推
進
す
る
う
え
で
も
議
会
の
活

性
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

市
議
会
も
市
民
に
開
か
れ
た

わ
か
り
や
す
い
市
民
本
位
の
議

会
運
営
を
目
指
し
、
２
年
間
の

議
員
間
の
協
議
を
重
ね
、
平
成

25
年
10
月
に
議
会
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
て
い
た
。

　

三
田
市
：
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
の
策
定
に
あ
た
り
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
の
必
要

性
を
認
識
す
る
中
で
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
先
進
市
を
参

考
に
議
員
間
の
自
由
討
論
を
用

い
て
検
討
を
重
ね
、
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　

両
市
と
も
、
議
会
基
本
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。
施
行
さ
れ
て
間

も
な
い
た
め
、
試
行
錯
誤
で
運

用
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
倉
市
で
も
十
分
な
議
員
間

の
協
議
を
重
ね
、
12
月
に
制
定

の
予
定
で
あ
る
が
、
魂
の
入
っ

た
条
例
に
す
る
た
め
、
今
一
度

「
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」「
議
員

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
共
有
し
、

「
市
議
会
の
役
割
、
責
務
」「
議

員
の
責
務
」
を
確
認
し
、「
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
、
開
か
れ

た
議
会
」
を
目
指
す
こ
と
を
再

確
認
さ
せ
ら
れ
た
行
政
視
察
で

し
た
。

請
願
書

意
見
書

※
…
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

　

主
に
事
務
に
従
事
す
る
労
働

者
に
対
す
る
労
働
法
上
の
規
制

を
緩
和
・
適
用
免
除
し
、
労
働

時
間
規
制
の
適
用
除
外
と
す
る

こ
と
。
高
収
入
の
専
門
職
に
限

り
、
働
く
時
間
を
自
己
裁
量
と

す
る
代
わ
り
に
残
業
代
の
支
払

い
な
ど
を
適
用
し
な
い
。

明
石
市

　
　

議
事
堂
に
て

「
議
会
運
営
と
議
会
改
革
」

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
報
告
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「
私
た
ち
の
住
む
朝
倉
市
が

将
来
、
無
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
。」
だ
れ
で
も
「
ウ
ソ
で
し
ょ
。」

と
言
い
た
い
。

　
一
般
質
問
で
も
六
名
の
議
員

が
人
口
問
題
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。「
日
本
一
の
朝
倉
」「
親

と
子
と
孫
が
一
緒
に
暮
ら
す
朝

倉
市
」
を
目
指
す
森
田
市
政
の

二
期
目
の
展
望
を
問
う
た
。

　
里
山
資
本
主
義
を
書
か
れ
た

藻
谷
浩
介
氏
は
「
若
者
が
戻
っ

て
こ
な
い
の
は
『
仕
事
が
な
い
』

か
ら
で
は
な
く
『
誇
り
が
な
い
』

か
ら
だ
。」
と
話
さ
れ
た
。

　
『
誇
り
ば
も
と
う
や

　
歴
史

と
自
然
の
里

　
あ
ま
ぎ

　
あ
さ

く
ら
』
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
。

広
報
委
員
会

　
　

　
　
委
員
長

　
　
村
上
百
合
子

　
　
副
委
員
長

　
冨
田

　
栄
一

　
　
委
員

　
　
　
稲
富

　
一
實

　
　
委
員

　
　
　
今
福

　
勝
義

　
　
委
員

　
　
　
堀
尾

　
俊
浩

　
　
委
員

　
　
　
鹿
毛

　
哲
也
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あさくら市議会だより

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　朝
倉
市
議
会
は
、
毎

年
市
民
と
語
り
合
う
場

と
し
て『
議
会
報
告
会
』

を
開
催
し
、
会
場
で
は

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　今
年
も
左
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木

　第
４
、
第
５
学
習
室

朝
倉
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　会
議
室
１

杷
木
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　杷
木
文
化
ホ
ー
ル

　
次
の
方
々
の
選
出
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　
　
井
手

　
千
章

　
　
氏

　
　
　
　
　
（
杷
木
星
丸
）

　
　
内
藤

　
主
税

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
林
田
）

公
平
委
員
会
委
員

　
　
日
野

　
佳
弘

　
　
氏

　
　
　
　
　
（
久
留
米
市
）

人
権
擁
護
委
員

　
　
久
保
山

　
憲
二

　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
）

　
　
坂
本

　
智
惠
子

　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
牛
鶴
）

　
　
林

　
み
つ
子

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
秋
月
）

選
挙
管
理
委
員

　
　
井
上

　
毅

　
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
千
手
）

　
　
栗
原

　
靜
香

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
中
島
田
）

　
　
田
中

　
秀
喜

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
入
地
）

　
　
神
保

　
博
子

　
　
氏

　
　
　
　
（
杷
木
久
喜
宮
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
　
吉
田

　
英
雄

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
菩
提
寺
）

　
　
　
原
野

　
満

　
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
吉
）

　
　
　
大
内
田

　
賢

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
菱
野
）

　
　
　
平
川

　
隆
夫

　
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
杷
木
池
田
）

9月定例会の会期日程は、8月28日
(木)開催予定の議会運営委員会で変
更になる場合があります。

９月議会
会期日程（予定）

9月2日
　

3～4日
5・8・9日
10日

11～12日
16～19日
22・24日
25日

〇開会
〇会期の決定
〇会議録署名議員の指名
〇議案等の上程
〇提案理由の説明
〇決算審査特別委員会の設置
〇決算審査特別委員会委員の選任
◇決算審査特別委員会
　（考案日）
〇一般質問
〇議案等の質疑
〇議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
◇決算審査特別委員会
　（事務整理日）
〇議案等の審議
　（委員長報告　質疑・討論・採決）
〇諸般の報告
〇閉会

人
事
案
件

人
事
案
件

10
月
24
日
（
金
）
　19
時
か
ら

10
月
27
日
（
月
）
　19
時
か
ら

10
月
28
日
（
火
）
　19
時
か
ら

い

　で

ち 

あ
き

な
い
と
う

ち
か
ら

ひ

　の

よ
し
ひ
ろ

く

ぼ

や

ま

け
ん
じ

さ
か
も
と

ち

　え

　こ

は
や
し

こ

い
の
う
え

つ
よ
し

く
り
は
ら

し

ず

か

た

な

か

ひ

で

き

じ

ん

ぼ

ひ

ろ

こ

よ

し

だ

ひ

で

お

は

ら

の

み
つ
る

お
お
う
ち
だ

か
た
し

ひ
ら
か
わ

た

か

お
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